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光周期を利用して成熟を抑制し 

生産性を飛躍させる魚介類養殖手法の開発 

１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

北海道区水産研究所 黒川 忠英 

２ 研究期間：2019～2021年度（3年間） 

３ 研究目的 

魚介類は成熟すると成長停滞や品質低下が起こり、養殖の生産性が

大きく損なわれるので、光周期を調節して在来サーモンとウニの成熟

を抑制し、生産性を高める育成手法を開発する。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 光周期調節を活用した在来サーモン類の成熟抑制技術と育成手法

の開発

サクラマスとベニザケの成熟抑制に有効な光周期条件を見いだし、

養殖期間中の成長停滞や品質低下を避ける育成手法を確立する。 
（水産研究・教育機構、ニチモウマリカルチャー、サーモンサイエンスミュージアム） 

② 光周期調節を活用したウニ類の成熟抑制技術と育成手法の開発

キタムラサキウニの成熟抑制に有効な光周期条件を見いだし、養

殖期間中の品質低下を避ける育成手法を確立する。 
（水産研究・教育機構、北海道立総合研究機構） 

５ 達成目標 

光周期調節により、サクラマスでは 2ヶ月、ベニザケでは半年、キタ

ムラサキウニでは 2 ヶ月以上成熟を遅らせ、成長停滞や品質低下を回

避して出荷サイズの大型化や出荷期間の延長を図る。

６ 期待される効果・貢献 

将来は、光周期調節による成熟抑制を主軸とした養殖システムを開

発することにより、在来種による国産サーモン養殖や磯焼け海域の痩

せウニ短期養殖を高い生産性で実現できる。 

【連絡先 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 北海道区水産研究所 0154-91-9136】 



 


